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図'１

績
雄
迦
鱈

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
一
緒

『

績
訳
簾
謹

弱
蕊
灘

ん
哩
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
る

よ
。
ボ
ク
も
イ
マ
イ
チ
勉
強
不
足

か
な
あ
。

可

Ｌ

1

Ｆ

い
よ
い
よ
阻
月
か
ら
、
市
民
活
動
団

体
が
法
人
格
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
ね
。

そ
う
よ
。
図
１
の
よ
う
に
吃
の
分
野
で
活
動
を
行
う
市
民
活

動
団
体
が
、
｜
定
の
要
件
を
み
た
す
と
法
人
に
な
れ
る
の
よ
・

「

、
セ
ン
タ
ー
に
い
ろ
ん
な
団
体
か
ら
霊
や
小
化
の
メ
リ
に
お
話
佳
一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
条
例
哩
園
施
行
直
前
ゼ
ミ
ナ
ー
ル。

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
チ
エ
ッ
ク

。
な
に
を
す
る
の
か
の
再
確
認

・
法
人
化
の
必
専
厩
吟
の
チ
ェ
ッ
ク

国
特定非営利活動の１２分野

（ＮＰＯ法第２象別雅、

ﾉｆ脇熱iiz側稲祉の湖ン地域安全活動

iﾘ'血鯉駕zは平２社会教育の推進を図る活励

３まちづくりの推進を図る活動，国際協力の活動

4雛血謂黙ボー ﾂﾉ0溌溺蕊祷の形成
５潔塊の保全を図る活動〃子どもの健全育成を図る活動

ﾉ2離瀧溌謙露６災害救援活励

する連絡、助言又は援助
の活動
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や
す
く
な
る
し
、
団
体
と
し

私
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
サ
ー

育
所
、
宅
配
給
食
、
ミ
ー

修
、
教
育
な
ど
障
害
稀

や
高
齢
者
、
子
供
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に

蝶
ら
す
す
べ
て
の
人
々

に
と
っ
て
住
み
や
す
い

や
さ
し
い
碓
活
環
境
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
活
動
、
Ⅶ
災
を

行
っ
て
い
ま
式

１
９
８
８
年
か
ら
活
助

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

法
人
化
す
る
こ
と
で
社

叫灘＃洲
すいいしを行で
《’くって僻つ波

｜;ボ縦離

;雛＃
雌灘
瀞鯛
てをＭ’'1：な

び
わ
こ

八
ｉ
モ
ー

私
た
ち
は

地
域
づ
く

て
法
的
な
ル
ー
ル
を
も
っ
て
継
続
し
て
活
動

で
き
る
わ
ね
。
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』る あ
る
か
ど
う
か
を

Ａ三

僻
鯉
謹
輝
舗

鼠
手
園
か
お
壷
が
か
か
り
そ
う
。

繍
擢
蛎
耀
》

わ
。
だ
か
ら
、
図
２
の
よ
う
に
法
人
化
が
団

体
の
局
を
達
成
す
る
た
め
に
僅
坐
っ
か
ど

う
か
考
え
る
こ
と
が
大
切
ね
。

ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
や
別
時
間
の
保

給
食
、
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
Ⅲ

豊墜｜合一度考えてみましょう
ＮＰＯ法人化チェック表

※
こ
の
記
事
の
内
容
、
図
は
酷
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
化
・
５
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
シ
ー
ズ
ー
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く

る
会
発
行
）
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
シ
ー
ズ

（
回
０
３
‐
５
２
２
７
‐
２
０
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８
／
郷
０
３
，
５
２
２
７
２
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９
）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
ま
た
シ
ー
ズ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
関
す
る
惜
報
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
言
召
ミ
。
‐
の
．
く
８
ョ
．
ｏ
昌
亘
）

し
み
ん
ふ
く
し
設
立
準
備
裳

口活動の目的が何かはっきりしているか

口個人の責任の範囲をこえてやるべき意味はあるか

口活動の具体的な成果は期待できるか

口契約や所有などの法的な関係や信用の構築が必要となるか

口活動に要する事務局に人を雇ったほうがいいのか

口資産を管理する必要があるか

口活動の永続性や、活動の代替わりの可能性はあるか

口法人の運営にコストや手間をかけることができるか

口法人の立ち上げ資金を確保できるか

口法人の収入見込みはあるか

へ
〃
ｊ
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剣
ネ
ッ
ト
ち
ゃ
ん

‐、

リ

迩
睡
〃
山
雨
か
１
Ｎ

１

このような項目をチェックし、本当に団体の活動にとって、

NPO法人化が役に立つかどうか話し合って下さい。
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を
設
け
て
い
る
し
、
県

fｅｐＳ
。
誰
を
社
員
と
す
る
の
か
考
え
る

紬
溝
雛
捕
灘
溌
吸
擢
蝦
仰
峰
蜜
灘
馳
を
決
め
る

〆
砺
）
と
こ
ろ
で
量
っ
婁
健
室
ス
雲
耀
ん
緯
う
ぅ
．

び
わ
こ
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ｉ
協
会

今
、
定
款
作
り
を
し
て
い
ま
す
ｃ
演
奏
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

す
る
た
め
に
、
議
決
権
を
も
つ
会
員
を
楽
団
員
だ
け
で
は
な
く
、
支

援
帝
も
含
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

・コラム

』

し
み
ん
ふ
く
し
設
立
準
備
会

、
月
辿
、
（
ｒ
定
）
の
設
立
総
会
に
向
け
て
、
定
款
、
趣
旨
僻
づ
く
り

や
内
部
の
諸
規
定
の
見
放
し
、
巾
期
聯
巣
計
画
、
収
支
予
算
の
策
定

の
た
め
に
各
部
門
ご
と
の
棚
災
内
容
の
兇
血
し
や
充
実
の
た
め
の
談

論
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

l~現代社会とNPO」一第３回一
長浜黒壁とパートナーシップ型地域運営

滋賀大学経済学部教授
（財)淡海文化振興財団運営会議座長北*寸裕明

三‘９
支
援
者
の
広
が
り
を
考
え
る

。
収
支
計
画
を
立
て
る
（
資
金
は
ど
う
作
る
の
か
）

。
目
的
を
た
て
る
、
円
具
綜
と
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
考
え
る

国
怖
鯉
遡
妾
を
決
め
る

長浜市の｢黒壁」という企業体を中心としたまちづく

りは､地方部iliの焚退都心部i'卿もの成功例として広く全

阿に知られるようになっています。その成功の理山は、

黒蛾銀行として地域惟民に親しまれてきた歴史的建造

物と、北111街道の町並みという此腫な地域資源を､すぐ

れた経噛センスとガラスという素材の導入によって､現

代に活かしたことにあるといえましょう。

同時に奨浜黒確は､地域住民や非営利組織がまちづく

りの主体となり、行政がそれを支援するパートナーシッ

プ型地域運営の展開にとっても重要な教訓を与えてい

ます。

確かに黒砿は､株式会社という組織形態をとっていま

すが、拒要な役興は無給ですし、現在のところ株主に配

当を支払っているわけではありません｡活動を支えてい

るのは、長浜のまちづくりに対する強い思いであり、地

域資源の保全と活剛というきわめて公共性の高い活動

を行ってきたわけです。そうした公共性の故に、長浜市

が30％の演本参加をし、役旦を派遣しているのです。非

営利性とは利'捌淵係背に利益を配分しないことと定義

するのが服しい理解ですので､株主に配当しない現状で

は黒雛は非職利的であるといえます。また非営利組織に

とっての1,喫なIiIIilli'iである、|'|発性と自己決定性と非政

府性を照峨は|･分に持っていると評価できます。

ではパートナーシップ型地域運営という視点から見

た場合､長浜無確はどのようなことを私たちに語ってく

れているのでしょうか。

第１は､黒確銀行の保存の重要性を指摘しつつ、その

活川は行政ではできないので市民に創意工夫を出して

もらおうとした当時の長浜市行政側の見識であります。

行政は保ｲf災い取りのためのお金は出そう、しかしその

活用を中心としたまちづくりは市民の側に任せようと

した行政の態度は、パートナーシップ型地域運営の一つ

の壷要な点です。

第２は、I|了民の側にまちづくりを主休的に担う力斌が

育っており、すぐれた経営センスをまちづくりに持ち込

んだことです。まちづくりに閏する研究会やいくつかの

活動が1970年代より統けられ､JCの会員や市役所の職員

等その研究会の巾で育った人材･が黒壁を支えた人たち

だったのです。したがって黒壁が成功した要因は、人づ

くりに成功したことです。

第３は､行政がまちづくりのマスタープランを提示し、

それを市鵬に語り続けたことです｡例えば､北国街道沿

いのまちづくりのプランは、博物館都市構想の中にかな

り詳細に,Iくされており、黒壁はそのプランを参考にしつ

つ店舗礎開をしたともいえましょう。

第‘lは、'j＃堆嵯淵については､徹底した情報公開につ

とめたことです｡無遊が公共性をになった活動であるこ

とをｲ'1保したのが､怖搬公開とアカウンタビリテイの確

保であったといえます。

災浜照壁は、まちづくりの新しい方向を指し示して

いるのです。

（
目
的
・
事
業
計
画
）

Ｌ』

Ｆ
Ｌ

Ｓ
・
必
要
書
類
を
作
成
す
る

・
所
轄
庁
に
認
証
の
申
請
を
す
る

。
認
証
を
受
け
、
登
記
す
る

・
所
轄
庁
に
登
記
の
届
出
を
す
る
（
図
３
）

iｅｐ

〕戸
浦
葬
瀞
伽
岬
篭

績
鰯
聴
蝿
瞬
黙

務
所
が
あ
る
場
合
は
経
済
企
画
庁
に
必
要
書
類

（
定
款
、
役
員
名
簿
、
社
員
旧
人
以
上
の
名
簿
、

設
立
趣
旨
書
、
事
業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
な

ど
）
を
添
え
て
申
請
す
る
の
よ
・
Ⅵ
月
尼
日
（
木
）

に
県
民
生
活
課
が
県
斗
女
性
セ
ン
タ
ー
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
の
説
明
会
を
す
る
の
で
、
そ
れ
に
参
加
す

れ
ば
も
っ
と
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
る
わ
よ
・

ヱイ。
定
款
を
作
成
し
、
発
起
人
会
を
開
く

ぺ
る
。
所
轄
庁
の
届
出
の
様
式
や
手
続
を
調

法
人
の
率
堅
些
手
続
に
入
る

hＬ』

縦震期間の終了後２ヶ月以広

留槌

琢暇l間以賦

［潔証決定(通知），〔不認証決定(適知）〕

２

ｐ

ｒ
Ｌ

、
４

所§碧庁(都道府県まだは謝至済歪画I〒）に
法人言gf壷認証左申請

』

。
設
立
を
ア
ピ
ー
ル
す
る篭謂箇

『
’
４亭鋼鯨蕊篭月儀 募

集
、
各
種
の
届
を
出
す

。
設
立
を
利
用
し
た
支
援
者

「
４

庁
の
県
民
生
活
課
で
相
談

ｌ
で
は
そ
の
相
談
窓
口

Ｆ
Ｌ

「
４

露
鰭
霊
襟

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
い
ろ
ん
な
肇
需
出
て

く
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
…

ｒ
Ｌ
所轄庁(都道府県または経§斉余面『庁)に

登記の完了を届Iプ出

法
人
格
を
も
つ
と
い

で
き
る
わ
。

う
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
手
段
だ
か
ら
、
法
人
格
を
持
た
な
い
で

社
会
的
に
意
義
の
あ
る
活
動
を
し
て
い
く
団

体
も
あ
る
わ
ね
。

こ
の
法
律
を
様
々
な
営
利
を
目
的
と
し
な
い

社
会
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
一
つ
の

仕
組
み
と
し
て
考
え
、
自
分
た
ち
の
活
動
を

見
詰
め
直
す
機
会
に
し
た
ら
ど
う
か
し
ら
。
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０－
つ

（
０

（
０－
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０
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海
ネ
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ト
ワ
ー
ク
セ
ン
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生
き
て
、
い
い
よ
れ
皿
４
日
■
圃
巴
１
Ｊ

～
人
間
と
人
間
の
関
係
を
墓
本
的
な
事
か
ら
考
え
る
～

ｌ
学
校
に
行
か
怠
い
吾
と
と
も
に
歩
む
集
い
「
み
ち
く
一

１

Ｌ』

唾
売り，

》
つ
か
必
ず
行
く
造
．
．
．

さ

一

一

Ｚ

『ら

自
分
ら
し
い
ま
ま
、
一

生
き
て
、
い
い
よ
ね
Ⅷ

凹
銃

り
は
、
発
足
し
て
７
年
を
迎
え
ま
し
た
。
学

校
に
行
か
な
い
子
と
そ
の
親
が
「
お
互
い
に

の

､:j亀』

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
聞
き
手
》
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【】【，

▼みちくさ企画室イ

い
、
影
響
し
合
う
」
こ
と
を
目
甑
に
し
て
い

ま
す
。
「
み
ち
く
さ
」
は
会
員
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
会
則
も
な
し
。
但
し
、
人
が

大
切
に
さ
れ
る
事
を
信
条
と
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
会
合
に
は
、
親
を
中
心
に
、
教
師
、

山田さん

200ﾌ年守山の老後を考える会

〒524-0012守山市播磨田町1503-14

代表久田君江ＴＥＬ(077)583-0008
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弦の飼べと

トランペットの認き

日時③11/７(土）
開場18:３０開演19:００

賜所⑬甲西町立図書館

出演・京都市交響楽団メンバー
お問い合わせ先、0748-72-5550
甲西町上図書館

牢国民族歌舞団甲賀町公演 市民診加の介腫保険連続圏座 淡海サロン『思琶期の心」

日時、12/５（±）１４:00～
珊所④安曇川町世代交流センター
徽師○山本昌輝(大谷大学助教授）
お問い合わせ先、0740-32-1387
未知の会

ー一J【

日時ell/2９（日）
開場17:00開演17:３０

賜所e甲賀町農村環境改善センター

鋤剛鱈一般31000円高校生以下1,500屑
お問い合わせ先③0748-88-4100

甲賀町国際交流音楽会実行委員会
※22日～29日甲賀駅前中国展

日時､①11/９（月）②11/１６（月）
③12/７（月）１９:00～21:００
珊所、福祉パーク館研修室
内容｡①｢北欧福祉事業」②｢地球で
老いたい」③｢わがまちの介誰保険」
お問い合わせ先③0748-77-5580／溝口

Ｅ

』

■毎Ｆ

'四,‘，侭
必偲w

別.０
個
必
■

↓
Ⅱ

』L

ﾛ。

東南アジア猛露類
シンポジウム

｡: 』

熱
t茜

形
■

】１４戸今 ノ

扇１３回

琵琶湖長野科等ｼﾝジｳﾑ

日時ell/10(火)･１１(水)9:30～16:３０
銅、県立長寿社会福祉センター
内駒地域で暮らす高齢者の日常生活
をサポートするには

お問い帥せ先③077-567-3939
(財)滋賀県レイカディア振興財団

Ｐ

１．’‐露１
』 Ｌ

ロ

蕊6回ながi獣ま否ども演劇嬢

『いぶき山のやさぷろう」

日時311／７(土)・８（日）

①14:30~16:００②18:30~20:００
場所⑬長浜市民会館大ホール
内容､湖北地方に伝わる民話を題
材とした創作劇
参加費．高校生以上700円
小･中学生300円

お問い合わせ先､0749-62-3095

なが{まま子ども演劇祭実行委員会
事務局（長浜市民会館内）

一緒に考えませんか？ 》
戸 日時＠12/１２(土)｡13(日)9:00-18:ＯＣ

蝿所、滋賀県立琵琶湖博物館

鋤IＩ料、10,000円
お問い合わせ先、077-587-2610
ARRC実行委員会事務局

甫雛1mの介鯛険蝋鮒蝿
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１ 日時、①11/２（月）１９:00～21:００

②11/1１（水）１９:00～21:００
③11/2５（水）１９:00～21:００
④12/９（水）１９:00～21:００
内容．①｢大津市における介護保険
の取組みについて｣②｢当事者･市
民･行政~介誰の社会化と介護保険」
③｢私が動いて"まち"を変える」④
｢介護保険制度における医療の役割」
場所、大津市ふれあいプラザ５階

参加費＠各回300円
お問い合わせ先⑳077-524-997Ｏ
滋賀地方自治研究センター/今井
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葵しい地球壷寄懐たちに
(地球徳環･運ミナー）

日時＠12/1４（月）18:30～21:００
場所○びわ湖ホール（小ホール）
内容、ネットワーク｢地球村」
代表高木善之氏の講演

参加料②前売1,000円当日1,500円
お問い合わせ先、077-523-1938

E-mail:Selesta＠mb､infoweb､nejp
｢地球村」おおつ

L

『｡

第２回糸闘一雄鴎念賞
隠麿冒とその寂俵が安閣できる掴祉社会

をめざして/鴎怠麺覇蝉会

日時、11/１４(土)１３:00～17:００
場所、龍谷大学瀬田学舎
滋賀県立近代美術館

内容⑳「障害者の生活支援」
～－人ひとりを大切にした権利
保障･サービスの提供を考える～
お問い合わせ先＠0748-77-0357
糸賀一雄記念フォーラム

実行委員会事務局

蕊〃画ｨ。、
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しみんふくし

チャリティーノＷ－開催Ⅲ

日時③11／８（日）１０:00～14:００

場所、しみんふくしファミリー

サポートセンター野洲

お問い合わせ先③077-586-2588
しみんふくし設立準備会
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人樋を蓄える県民フ跡一ラム
Wiit陶睡礼人j噸くＩｉ噸｣鋤乱て－

日時、11/３（火･祝)１３:00～16:００
２Ａ

参加してみませんか？

γﾘ，

．、綴ャ恥一
§〃 、

みん葱で大津まちなか
まちづくり

０．Ｆ．Ａフリーマーケット
場所③ひこね燦ばれす

内容、活動報告､作品展､講演など
お問い合わせ先、077-528-3414
滋賀県企画県民部県民生活課

あなたもお店を開きませんか？

あの人のお店に来ませんか？

日時･場所③
11/3(火｡祝)栗東町立野洲川運動公園
11/８（日）ららぽ_と守山

10:00～15:0０（雨天時中止）
出店料⑳個人1,000円･団体3,000円

《ぬり〃

棚い帥践③080-386-0503/九里

可 』

■

日ｽi蝿i膨確嬢画面支部織会

聞濁|・死雇書えて生きること」
第８回｢彦根からのメッセージ」

VOICE日本露スピーチ大会

日時⑳11/1５（日）１３:00～16:００
湯所、ひこね市文化プラザ
メッセホール

※託児サービス有
お問い合わせ先､0749-23-5517
VOICE日本語スピーチ大会
実行委員会事務局

、 い
い
印
は
。

内容、まちづくりワークショッブ
の報告書(38ページ）

価格、－冊300円
希望者、080-192-8797阿部まで

口狗

日時、11/２０(金)１３:00～16:００

堀所③アヤハレイクサイドホテル
馴師⑳カール･ベッカー氏
（京都大学教授）

お問い合わせ先＠077-522-6897
茜トークサークル事務局／木下

､ 」

！

鞠"側車と麗る｣_篭と鯉分ずつ季
刊●・●●■申●●●・●。｡・・●り●・ｂｑｏ●･●◆ｐ◆・●ｂ●・●ｅ●■●”ＣＤ●■●ｇ●０●｡●｡●ｑ●●●、●

畷．日時、11/７（土）１３:30～15:３０
内容・知事と4人のｽビー ｶー とのﾄー ｸ
場所、県立女性センター視聴覚室
お問い合わせ先、0748-37-3751
女性も議会へバックアップスクール
滋賀実行委員会
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タウンウ蓉ツチング開催１

内容○みんなでまちに出かけ､いろ
んな発見を得よう。参加者や企画
運営方法を学びたい方募集中１
日時､11/23(日)､28(土)､29（日）
のうちの2日｡２回の開催を計画中
場所・守山市、彦根市周辺

参加料●500円(実費）
お問い合わせ先、077-586-1137
ワークショップひろば･しが

事務局／児島

Ｐ

Ｚ
Ｌ

ノ 近い国々との国際交流を
害えてみませんか

日時③11/２３(月・祝）・12/１２(土）
１３:30～１６:００

場所●県立女性センター視聴覚室
参加費●1,000円
お問い合わせ先、0749-52-5111
中国の近･現代史を学ぶ会／度幡

し

Ｑ

可

』

i98びわ湖シネマフェスタ

日時＠11／２０(金)～29(日）
９:30～１２:００

賜所、大津市生涯学習センター他
内容、LAコンフイデンシヤル他15本

入燭料、前売1,000円当日1,300円
お問い合わせ先．077-534-6403
大漢シネマクラブ内

■

ボランティア公開闘塵

日時②11/７(土）１０:00～15:００
場所・県立長寿社会福祉センター
内容、第１部｢福祉ボランティア
を考える」講師石田易司氏
(桃山学院大学教授）

第２部「NPO法入門」講師山岡
義典氏（日本NPOセンター常
任理事・事務局長）
お問い合わせ先③077-567-3924
滋賀県社会福祉協議会・
ボランティアセンター／平

■
■
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川畷飼氏溺演会可

面

＝一・

｢地斑交通曲がｲｱｼﾝﾌｫﾆー 」
上映会

日時⑳11/23（月）①14:00～16:１０
②17:00～19:１０

場所､草津アミカホール

参加費、1,000円
お問い合わせ先、077-571-2250
アイネットワーク／黄瀬

；

鞠

α・ＦＯｎｄ

’つくりました1１日時、11/２６(木)１０:30～12:００

場所③県立図書館会議室

内容．｢絵本を楽しくよみましょう」
勧峨、会員300円一般500円
お問い合わせ先、077-582-4986
県子ども文庫連絡会／石田
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桂都j卿の震麗を聞く会

日時、11/2８（土）１９:00～21:３０
場所＠たかしまアイルランド
交流館びれつじ

参加費、2$000円（お茶菓子付）
調い合わ銑、0740-36-1266（同上）
※びれつじ3号館｢おうるどろうず」
Open！

第１回たれやエコロジーセミナー

グリーン照入と買い消置者

日時③11/８（日）１３:30～15:００
場所、彦根本町たれや美濠の舎

内容、淡海から発信する循環型ネッ
トワーク社会の提案

講師⑬北川憲司氏
お問い合わせ先e0749-24-5551
彦根本町たれや美溌の舎

」

「
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一アトピー禰報交換広珊一

側あとびっと市民フガ一弘In献翻〃
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第２回マジックの祭典

日時@11／2８（±)13:30～15:３０
場所、コミュニティホール

（草津商工会議所）
お問い合わせ先．077と563-4462
草津マジッククラブ／寺尾幹男

Ｌ

日時③12/６（日）１３:30～15:３０

堀所。スカイプラザ浜大津7Ｆ
内容・「アトピーのための“治る
食卓”そしてそれを見守るそれぞ

れのボランティア」

鋤職、500円
◆

全
守

ﾛ、
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難病(炎症I腔闘疾患)の
医癒購演会

日時、11/８（日）１３:20～16:４０
場所・草津市立サンサンホール
内容③｢潰癌性大腸炎とクローン
病の内科治療」講師勝又伴栄氏
（北里大学助教授）
お問い合わせ先、077-533-2716
滋賀lBD友の会会長／川辺博司

巳

■Ｚ

お問い合わせ先③077-578-8730
E-mail:ATOPIT＠aol・com
あとぴっと事務局

蝋

｢アトピーのための食改琶
実麗料理教室｣開催

ｂ

（

Ｆ
■

rｑ

日時③12/６（日）１３:30～15:3０“

場所＠スカイプラザ浜大津7Ｆ，
内容・「アトピーのための“治る’
食卓”そしてそれを見守るそれぞ’

れのボランティア」

参加礎、500円
◆

｢アトピーのための食改善
実践料理教室｣開催

熊鼠酬§Ｗ脚肺伽………』
喝所⑤大津市ふれあいプラザ内
鋤暇、1,000円（先着30名）

お問い合わせ先③077-578-8730
E-mail:ATOPIT＠aol・com式
あとぴっと事務局

型１１

，′
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日時●12/1３（日）14:00～16:００

喝所⑤大津市ふれあいプラザ広
鋤噸、1,000円（先着30名）
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助成案内

ﾄﾖﾀ財団市民活動助蹴

公蕊期間＠10/1～11/30まで(必着）
助成の対魚●実施しようとする計画
の対象分野や形式は問いません

が、テーマの主旨に鑑み、そのプ

ロセスや成果が、その後の新たな

動きにつながる可能性の高い、問

題提起型・政策提言型の内容を特

に重視

助成金、1件当たり200万円程度(原則）
助成期間③1999年４月1日より1年間
お問い合わせ●03-3344-1701
(財）トヨタ財団市民活動助成係



I蕊:霊室…
日時⑳11/１３（金）・１４(±）

１泊2日
｜場所唾箱根湯本温泉他

il駕震琶湖疏水の"大先輩”
：識噸●45,000円
１剰嘗灘誕鴛鵠
の会事務局

日時毎11/1（日）12:00～19:0０

１１/3(火)16:00～19:００
◆

｢KissMeSanta展1M」

日時、12/5(士)～12/25（金）
火～±１６:00～19:００

日１２:00～19:００

※月曜は定休日
内容＠国内外で活躍中の絵本
作家･アーティストにクリス
マスの絵を提供していただ

き展示。オークション形式
での販売も可能。

場所・OpenSpaceれが一と
ち問い合わせ先、0748-75-7740

甲賀郡障害者生活支援センター

OpenSpaceれが－と
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手から手へ､バトンを渡しネットワークを広げましょう１１

次はあなたの元へバトンが届くかもしれません･･‘jIl三.川鮒j《

、
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謹美富美子(守山市）
日時･場所･問い合わせ先等を明記の上､ＦＡＸまたは郵送でヤ

ム某企業で､顧客向け季刊紙の編集をしています｡いつも地元｢滋

賀|にこだわった紙面作りを心がけていますが､先日､取材先で 、

て
い
る
動
物
と
一
緒
に
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

よ
く
し
つ
け
ら
れ
た
好
ま
し
い
性
格
の
、
清

潔
で
健
康
な
動
物
（
犬
、
猫
、
ウ
サ
ギ
、
小
鳥

な
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）
を
連
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
（
各

種
老
人
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、
児
童
福
祉
施
設
、
精
神
障

害
者
施
設
、
身
体
障
害
者
施
設
、
療
養
所
、

病
院
、
教
育
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設
な
ど
）
を
訪
問
し
、
人
と

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
持
つ
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ラ

ン
テ
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活
動
で
す
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皆
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し
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い
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。
千
里
綿
邪
古

少
し
で
も
力
に
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ら
と
、
南
米
ペ
ル

ー
の
孤
児
院
を
支
援
す
る
運
動
、
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へ
足
踏
み
ミ
シ
ン
を
送
る
運
動
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
足
踏
み
ミ
シ
ン
の
回

収
と
修
理
、
ア
ル
ミ
缶
の
月
１
回
の
回
収

を
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間

を
求
め
て
い
ま
す
。
ミ
シ
ン
の
修
理
を
で

き
る
方
。
車
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
。
ア

ル
ミ
缶
を
集
め
て
い
た
だ
け
る
方
。
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一緒に楽しみませんか？す
Ｌ
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「晩秋の赤坂山自然観察
登山会&星空観察会

星空観察会
日時、11/７（±)20:00～

蕊合埋所②マキノ観光栗園駐
車場

赤坂山自然観察登山会
日時○11/８（日）９:00～
集合場所、マキノ高原管逗事
務所前広場

コース●マキノ高原→赤坂山

→マキノ高原

右間い合わせ先。0740-27-1385
マキノ自然観察倶楽部／谷口

＝屋遡自然観察会

第５回水鳥観察会
日時●1123(月･祝)9:00～16:００
国所、三島池→片野鴨池(石
川県加賀市）

◆

第６回ホタル幼虫どうしてますか
日罵、12/１２(±)９:00～12:００
逼所③三島池ビジターセンター

識・鴨と誉グループ
お問い合わせ先③0749-55-0804
滋賀県野鳥の会／口分田
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年過ぎたのに､まだまだ知らないことがいつば

です｡｢ふなやき｣の由来をご存知の方､どう

ぞご一報を…。

次は栗東町の治田地区にある学童保育所｢か

けっこクラブ｣で専任指導員として活躍され

ている家永瑳津子さんを紹介します。

滋園累吾ども立岡逼識韮&会例会

クリスマスを
先取りしよう１１

日時●11/1６（月）
、1》１０:１５～１２:００

②13:00～15:００
場所＠守山市立図書館視聴覚室
内容．①手づくり講習会
画クリスマスの絵本読み間かせ他

参加費、会員無料一般300円
お伺い合わせ先＠077-583-9457

滋賀県子ども文庫連絡会/真弓
ノ
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〃 ■

炭､木酢液と国際涜力

日時⑤11/2８（土)１３:30～
場所、ぎゃらり－拙の道(大涛市）
内容ｅインドネシア･チャコ
ールトレーニングを通じて

国際炭焼協会の活動を紹介
お同い合わせ先⑳077-599-2524
ぎゃらり－拙の道

考
塾
．

一八
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Ｐ ■

１

滋賀天文の蕊い'9８ご意見やご感想､市民活動について思うことなど､どんどん

センターへお寄せください。

Ｏ

１Ｃｅ６こんな活動をしています｡ご協力お願いしま

日時、11/８（日）１０:00～17:００

逼所③ダイニック･アストロ
パーク天究館(多賀町多賀）

内容､星を愛する人たちが集ま
って星について話し合う

参加斑②300円
お問い合わせ先．0749-48-1820
(同上）
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凸

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
つ
い
て

興
味
の
あ
る
方
こ
の
指
と
ま
れ
Ⅱ

ネ
ー
ト
ワ
ク
天
気
材

自
分
で
深
く
考
え
、
自
分
で
も
の
ご
と
を
決

定
し
、
行
動
に
移
せ
る
…

成
人
し
た
時
に
、
そ
ん
な
「
自
由
」
を
子
ど

も
た
ち
が
独
得
で
き
る
よ
う
に
め
ざ
さ
れ

た
教
育
が
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
で
す
。

お
互
い
に
教
え
合
い
、
学
び
合
い
な
が
ら
、

本
当
に
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
を
理
解
す
る
人
が

ふ
え
て
い
き
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
思
想
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
を
知
り
た
く
な
っ
た
人
、
シ

ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
魅
せ
ら
れ
た
人
・
人
．

入
そ
ん
な
輪
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
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七
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（
五
六
四
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八
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山
田
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人
と
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
運
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

コ
ン
バ
ー
ー
オ
ン
・
ア
ニ
マ
ル
・

ハ
ー
ト
ナ
ー
ン
・
フ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ

社
団
法
人
日
本
動
物
病
院
福
祉
協
会
が
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
今
飼
っ

ノミし

d顕ｩ耳４ ４魁

こんなことしま～す！
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・
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霞22回

美術文化滋賀作家展

日時●11/6(金)～11/１１CIk）
場所⑳長浜文化芸術会館
内容@春の美術文化本展｡秋の
中部美術文化展で出品された

会員の優秀作品を展示
お問い合わせ先eO749-65-2340
美術文化協会滋賀支部

■

殉
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ｌ
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色

」
ず
－
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：

イ
ン
語
、
英
語
の
で
き
る
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
会
費
恥
五
○
○
円
／
月

○
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四
八
（
三
三
）
七
七
九
七
野
村

「
真
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
カ
ウ
ン
セ
リ
〆
ク
協
会

地
域
社
会
に
お
い
て
は
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」

と
し
て
、
家
庭
に
お
い
て
は
「
母
親
（
父
親
】

と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
こ
と
の
で
き
る

調
和
の
と
れ
た
『
真
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
と

し
て
の
人
格
形
成
と
地
域
社
会
の
貢
献
を

目
指
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
勉
強
会
や

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
養
成
、
講
演
会
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
最
近
、
「
心
の
教
育
」
の
取
組

珊

晩狭の山野亘展

日時､11/７(±)･８（日）
１０:00～１６:００

場所③近江富士花緑公園内

「里の家」
お問い合わせ先｡0748-86-4562
滋賀県山野草会事務局／谷

1１，

巳

３
尾
１

日中交流会

日時、11/21(士)13:00～17:００

内容、昼食をしながら歓談
会費、留学生無料
/一般2.000円(昼食代)(留学生
は交通費の実費を支給）

場所ｅ大津市ふれあいﾌ゚ ﾗサ5Ｆ
お問い合わせ先、030-872-0858
滋賀日中友好会事務局/小栗

７
州
．
１

削
■

認”００

み
と
し
て
、
保
育
園

や
学
校
等
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
勉
強
会
や

講
演
会
を
取
り
入
れ

る
と
こ
ろ
が
増
え
て

い
ま
す
。
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この情報誌は再生紙を使用しております。

市民活動の悩みにおこたえします。

右記の日時に
ご利用いただけますｃ

月曜日と祝日の翌日を除く毎日（12/29～1/3を除く）
尖～金曜日/9:00～19:００±･日曜日､祝日/9:00～17:OＣ

上

ワ

市民活動を行っている団体またはこれから
活動を始めようとするグループ。

～｢赤目の森｣での新たな出会い～
赤目の森で三重県のＮＰＯと交流を深め、活動の視野を広げませんか？

広域的なＮＰＯのネットワークをつくりませんか？

福井･滋賀･三重市民活動フォーラム198の開催にあわせ、滋賀県と三重県

主としてボランティア等の市民活動に関す
るもの。

1団体あたり最初の１回に限り､アドバイ

ザーの謝金および交通費をセンターが負担。

T匿ＬＯｱｱー s24-B440FA><Ｏｱｱー 524=B442

http://www・ｂｉｗａ｡◎rojp/~ｏｈｍｉ－ｎｅｔ／
Ｅ－ｍａｍＯｈｍｉ=ｎｅｔ＠ｍＸｏｂｉｗａｏＯｒｏｊｐ

／

編集後記｜淡海ネットワークサロンへご参加下さい。

版への掲載にご協力をお願いします。

(財）淡海文化振興財団／〒520-0806大津市打出浜14-15

前号訂正のお詫び

おうみネットＮ○.７，６ペ

ージの｢和朗の会の連絡

先０７４８－９３－３３２８」は

｢O748-43-3328」の間違

いでした。ご迷惑おかけ

しました。

不登校について考えませんか

日時ｏｌｌ／１０(火)ＰＭ１:OO～

場所⑨北野ｺﾐｭﾆﾃｨセンター

（野洲町）

ゲｽﾄ●沢ゆり子さん(みちくさ彦根）

封I1料④200円

卜淡海ネットワークセンター

今回の特集は、１２月からＮＰ○条例が施行されるため、

編集ボランティアの方々と相談し、テーマを変更し

ました。「広報紙、ミニコミ誌づくり」については、

また改めて特集したいと思います。９月から淡海ネッ

トワークサロンが始まりました。少人数でゲストを

まじえて楽しくおしゃべり…そんな気楽な集まりで

す。e-mail、携帯電話など、今は実際に会わないでも

簡単にコミュニケーションできますが、こうして実際

GENKI情報の

発信について

日時③１１月中旬

場所③大津地域

ゲストeぴぃめ～る

(只今､計画中です０

障害を持つ人と共に生活するには

日時③12/５(土)ＰＭ２:OO～4:ＯＯ

場所③OPENSPACEれが一と(甲西町）

ゲｽﾄ｡牛谷正人さん(甲賀郡障害者生活支

援ｾﾝﾀー ｢OPENSPACEれが一と｣所長）

封脳｡200円

お問い合わせは、

淡海ネットワーク

センターまで

ケスト③片岡太郎さん(ぴれつじ2号館委員長）

封IMSI⑥200円

に顔をあわせたコミュニケーションは、その時ならで

はの刺激や人の交流を直に感じることができます。訪

問編をあと２回、テーマ編をあと３回行いますので、

テーマに「!」ときたら、ぜひぜひご参加下さい。ま

た伝言板で紹介しているイベントに参加した感想や、

伝言板に載せて欲しい情報などもあわせてお寄せ下

さい。次号の特集は新春座談会を予定しています。お

楽しみに。


